


御殿飾りひな人形　昭和29年

屏風段飾りひな人形　昭和49年

屏風段飾りひな人形　平成15年

　当館は昭和57年11月に開館し、２回目の企画展示と
して昭和58年１月に「ひなまつりと能楽展」を開催い
たしました。以来、毎年ひな人形展を開催し、今回で
42回目を迎えました。この間に実に多くの皆さまから
ひな人形のご寄贈を賜りました。改めてご寄贈賜りまし
た皆さまをはじめ、ご支援・ご協力を賜りました皆さま
に、厚く御礼申し上げます。
　ひな人形は、数や形、顔、衣装、素材など、時代の移
り変わりと共に大きく変化しています。みよし市周辺で
は、古くは型などで成形して焼いた粘土に、色付けをし
た土人形が飾られていました。明治時代になると、土人
形のほかに衣装を着けた男びなと女びな一対の内裏ひな
人形も見られるようになります。その後の昭和時代に入
って、男びなと女びなを御殿に収めて飾る御殿飾りひな
人形が主流となりました。きらびやかで豪華な御殿飾り
ひな人形は、多くの家庭で飾られ、昭和20年代から30
年代にかけて大流行しました。この御殿飾りひな人形に
替わって昭和40年代頃から主流となったのが屏風段飾
りひな人形です。人形が大きくなり、飾られる道具も増
えた７段飾りが、盛んに飾られました。一方で木目込み
人形やガラスケース入りのひな人形など、住宅事情を反
映したコンパクトなひな人形も同じ頃から見られるよう
になります。平成になると、大きな７段飾りに替わって、
人形の大きさや衣装や素材などにこだわった、内裏一対
の親王飾りや、三人官女までの３段飾りなどが、多く見
られるようになりました。こうした形の変化のほかに、
人形の大きさや衣装、顔だちなどにも、時代の移り変わ
りが見て取れます。また地域によっても飾られる人形に
さまざまな特徴があります。
　今回の展示会では、江戸時代から令和にかけて飾られ
たさまざまなひな人形たちを展示します。時代や地域に
よって飾られるひな人形は大きく移り変わっています。
これらの人形たちを通して、それぞれの人形たちが飾ら
れた時代、地域に思いを馳せていただければ幸いです。
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みよし市指定文
化財石川家住宅
でもひな人形を
展示します !! 


